
 
グループディスカッションのながれについて 

 
テーマ 

「（仮称）富津市こども計画」に掲載する施策について  

ニーズ調査やこども・若者のアンケート結果等から取り入れるべき施策、こ

どもたちが充実した生活を送れるための施策など、様々な視点で意見を出し

合いましょう。 

 

グループディスカッションの進め方  

①３つのグループに分かれます。 

②事務局の進行により進めます。 

③各自、考えたことを付箋に書き出します。（約１０分） 

※グループごとでどの基本視点の施策について、ディスカッションするか指定

しています。グループ分け表に示していますのでご確認ください。  

④それぞれが理由を説明しながら、付箋を模造紙に貼り付けます。このとき、  

似た意見は近くに貼ると分かりやすいです 。 

⑤ほかの委員の意見を聞き、 同意や疑問など、どんどん思うことを出し合い

ましょう。 

⑥思いついたアイディアなども書き出して、貼っていきます。  

⑦時間（約５０分） がきたら、ディスカッションは終了です。  

⑧発表の時間です！ 

 

グループディスカッションを行う上での注意点  

①数多くの意見を出し合うことが目的のため、ディスカッションの結果を１つ

にまとめる必要はありません。 

②ディスカッション終了後、グループで出た意見は発表していただきます。発

表者をディスカッション中に決めておいてください。 

③模造紙は付箋が貼られた状態で回収します。  

④ディスカッション中に、疑問や確認したいことが生じた場合、事務局にお尋

ねください。 

 

※グループディスカッションでいただいたご意見等は、庁内各課等にも照会し

たうえで取りまとめ、次回会議で市の考えと共に報告します。 
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